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流
入
し
た
下
水
汚
泥
を
減
量
処
理
す
る
際
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発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
の
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タ
ン
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町 長 給 料町 長 給 料
定 例 会定 例 会

平
成
20
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月
23
日
開
会
し
、
26
日
ま
で
行
わ
れ
た
。

町
長
提
出
議
案
は
、
補
正
予
算
２
件
、
条
例
の
一
部
改
正
５
件
、
報
告

２
件
な
ど
が
あ
り
、
慎
重
審
議
に
お
い
て
全
議
案
可
決
さ
れ
た
。

一
般
質
問
に
は
、
７
名
が
財
政
改
革
等
に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
方
を

質
し
た
。

副町長・教育長30％減額
議員10％減額

長
洲
町
長
等
の
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

町
長
、
副
町
長
及
び
教

育
長
の
給
料
の
額
並
び
に

議
員
の
報
酬
は
そ
れ
ぞ
れ

の
条
例
（
本
則
）
で
定
め

て
あ
る
が
、
財
政
状
況
に

鑑か
ん
がみ

、
本
則
に
対
し
て
特

例
の
条
例
を
定
め
、
減
額

し
て
い
る
。
今
回
こ
の
特

例
の
条
例
を
改
正
し
、
さ

ら
に
減
額
し
て
表
の
と
お

り
の
額
と
し
、
期
間
は
平

成
20
年
７
月
か
ら
平
成
21

年
３
月
ま
で
の
９
ヶ
月
間

と
す
る
。
ま
た
、
町
長
、

副
町
長
及
び
教
育
長
の
期

末
手
当
の
算
定
基
礎
と
な

る
給
料
月
額
並
び
に
議
員

の
期
末
手
当
の
算
定
基
礎

と
な
る
報
酬
月
額
は
本
則

の
額
と
す
る
内
容
。

賛
成
多
数
原
案
可
決

特例条例の改正の経緯

条例区分
職 名

本　　則 特例条例
（H16.4.1）

特例条例
（H17.7.1）

特例条例
（H19.8.1）

特例条例
（H20.7.1）

町 　 長 834,000円 792,000円 750,000円 667,000円 500,000円

副 町 長 612,000円 581,000円 550,000円 489,000円 428,000円

教 育 長 555,000円 527,000円 499,000円 444,000円 388,000円

議 　 長 334,000円 323,000円 ―― ―― 300,000円

副 議 長 276,000円 267,000円 ―― ―― 248,000円

委 員 長 258,000円 250,000円 ―― ―― 232,000円

議 　 員 251,000円 243,000円 ―― ―― 225,000円

長
洲
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
創
設
に
伴
い
、
こ
の
制

度
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ

り
、
被
保
険
者
の
被
扶
養

者
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

被
扶
養
者
と
な
っ
た
者
に

つ
い
て
被
用
者
保
険
の
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
期
間
は

保
険
料
を
負
担
し
て
い
な

い
が
、
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
に
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
保
険
料
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
激
変
緩
和
の
策

と
し
て
２
年
間
、
保
険
料

を
軽
減
す
る
。

　

な
お
保
険
料
は
世
帯
主

に
対
す
る
保
険
料
の
賦
課

状
況
な
ど
で
個
々
に
決
定

し
、
規
則
で
定
め
る
減
免

基
準
に
基
づ
き
軽
減
す
る

よ
う
な
改
正
。

全
員
賛
成
原
案
可
決

長
洲
町
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

熊
本
県
は
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
事
業
費

交
付
要
領
を
作
成
し
た
。

　

町
に
お
い
て
も
こ
の
助

成
に
関
す
る
条
例
を
改
正

し
、
重
度
障
害
者
の
生
活

の
質
の
向
上
に
貢
献
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
新
た

に
柔
道
整
復
師
、
は
り
師

き
ゅ
う
師
及
び
あ
ん
摩
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師
の

施
術
に
つ
い
て
の
療
養
費

を
補
助
対
象
の
経
費
と
し
、

一
部
負
担
金
か
ら
入
院
の

場
合
は
２
０
４
０
円
を
入

院
外
の
場
合
は
１
０
２
０

円
を
控
除
し
た
額
を
助
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
内
容
。

全
員
賛
成
原
案
可
決

長
洲
町
監
査
委
員
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
健
全
化
判
断
比

率
並
び
に
資
金
不
足
比
率

及
び
そ
の
算
定
基
礎
と
な

る
書
類
を
審
査
し
た
結
果

に
つ
い
て
の
意
見
を
審
査

日
か
ら
30
日
以
内
に
町
長

に
提
出
す
る
こ
と
を
内
容

と
し
て
新
規
に
制
定
。

全
員
賛
成
原
案
可
決

●
健
全
化
判
断
比
率

①
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
等
の
実
質
赤

　

字
の
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
て
の
会
計
の
実
質
赤

　

字
の
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

　

公
債
費
の
比
重
を
示
す

　

比
率

④
将
来
負
担
比
率

　

地
方
債
残
高
等
が
将
来

　

負
担
す
べ
き
実
質
的
な

　

負
債
を
捉
え
た
比
率

●
公
営
企
業
に
お
け
る
資

　

金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
ご
と
の
資
金

　

不
足
の
比
率

長
洲
町
犯
罪
被
害
者
見

舞
金
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

長
洲
町
の
公
共
施
設
に

お
い
て
、
犯
罪
被
害
を
受

け
た
者
に
見
舞
金
を
支
給

す
る
条
例
で
あ
る
が
、
学

校
給
食
業
務
を
荒
尾
市
に

委
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

長
洲
町
学
校
給
食
共
同
調

理
場
が
見
舞
金
の
支
給
対

象
外
と
な
る
た
め
、
見
舞

金
支
給
の
対
象
と
な
る
町

の
公
共
施
設
か
ら
除
外
す

る
内
容
。

全
員
賛
成
原
案
可
決

長洲町犯罪被害見舞金の対象となる公共施設
長洲町町民研修センター 長洲町の公園施設
ながす未来館 長洲町中央公民館
長洲町立小中学校の学校施設 長洲町立保育所施設
長洲町体育館 長洲町火葬場
長洲町総合スポーツセンター 長洲町長洲霊堂
長洲町ふれあいセンター 金魚と鯉の郷広場
長洲町健康福祉センター 長洲町役場庁舎
長洲町地域福祉センター 長洲町浄化センター
長洲町保健センター 学童保育使用の施設

長
洲
町
公
共
下
水
道
の

浄
化
セ
ン
タ
ー
改
築
工

事
委
託
に
関
す
る
協
定

の
締
結

 

・
協
定
の
目
的

　

長
洲
町
公
共
下
水
道
の

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
改
築
工

　

事
委
託

 

・
協
定
の
方
法

　
　

随
意
契
約

 

・
協
定
の
金
額

　
　

１
億
１
０
０
０
万
円

 

・
協
定
の
相
手

　
　

日
本
下
水
道
事
業
団

　
　

代
表
者
・
理
事
長

　
　

石
川
忠
男

　
　

東
京
都
新
宿
区
四
谷

　
　

３
丁
目
３
番
１
号

 
・
委
託
内
容

　
　

水
処
理
施
設
、
機
械

　
　

電
気
設
備
で
工
事
設

　
　

計
か
ら
検
査
な
ど
の

　
　

全
て
の
業
務

☆
随
意
契
約
の
理
由

　

日
本
下
水
道
事
業
団
は

自
治
体
の
下
水
道
事
業
の

業
務
を
代
行
で
き
る
機
能

を
有
し
、
下
水
道
事
業
法

で
定
め
た
多
種
多
様
な
技

術
者
を
持
っ
て
い
る
。
又

自
治
法
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
競
争
入
札
に
は
適

し
な
い
。

全
員
賛
成
原
案
可
決
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一般質問一般質問 町政を う問町政 問町政 問
宮本哲太郎
議員

•消防団及び緊急物資の確保につ

　いて

•ふるさと納税制度について

•給食費滞納について

杉本　勝彦
議員

•選挙の開票作業について

•のしこら祭りについて

市原　一廣
議員

•税制改正について

•ＡＥＤについて

•学校給食について

池上　滿則
議員 •水道事業について

濱村　芳光
議員

•交通安全対策について

•学校教育について
川本　幸昭
議員

•財政再建について

•防災計画について

•教育問題について

浦邊　朝章
議員

•緊急行財政行動計画の見直しは

•ふるさと納税の期待と取り組み

　は

東
京
で
世
界
的
な
二

つ
の
大
災
害
に
つ
い

て
の
消
防
団
国
際
会
議
が

あ
り
、
大
規
模
災
害
に
は

地
域
密
着
の
消
防
団
が
必

要
と
い
う
こ
と
で
意
見
が

ま
と
ま
っ
て
い
る
。
最
終

的
に
地
元
消
防
団
の
力
が

大
切
で
あ
る
。
町
の
対
策

は
万
全
か
。

町
で
は
防
災
会
議
及

び
水
防
会
議
の
中
で

防
災
体
制
等
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

有
事
の
際
の
連
絡
体
制
や

動
員
計
画
の
対
応
策
を
協

議
し
て
い
る
。
消
防
団
で

は
、定
期
訓
練
を
は
じ
め
、

各
災
害
に
対
応
で
き
る
訓

練
、研
修
を
行
っ
て
い
る
。

そ
し
て
防
災
体
制
の
強
化

を
行
い
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
っ

て
い
る
。

消
防
団
員
数
は
国
県

の
基
準
か
ら
み
て
満

た
し
て
い
る
の
か
。

国
の
示
す
消
防
力
の

整
備
方
針
か
ら
み
れ

ば
町
は
４
０
５
名
に
な
り

現
在
４
６
０
名
で
指
針
は

満
た
し
て
い
る
。

国
際
会
議
で
は
地
元

消
防
団
員
に
対
し
て

減
税
措
置
を
実
施
し
て
い

る
国
も
あ
る
が
町
で
も
そ

う
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

報
酬
等
に

つ
い
て
は

支
払
い
は
し
て

い
る
。
減
税
等

の
考
え
は
な

い
。

町
に
は
災

害
時
に
緊

急
物
資
の
備
蓄

は
あ
る
の
か
。

最
低
限
の
備
蓄

は
必
要
。

災
害
時
、
有
事
に
対

し
て
の
備
蓄
は
必
要

と
い
う
認
識
は
あ
る
。

　

今
後
は
検
討
、
協
議
し

て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
が
ス

タ
ー
ト
し
た
が
町
へ

の
メ
リ
ッ
ト
は
。

町
外
か
ら
町
へ
納
税

さ
れ
た
場
合
、
寄
付

金
と
し
て
歳
入
は
増
加
す

る
が
、
そ
の
反
対
に
町
内

の
納
税
者
の
方
が
、
他
の

地
方
公
共
団
体
に
ふ
る
さ

と
納
税
を
さ
れ
れ
ば
個
人

住
民
税
の
控
除
対
象
と
な

り
、
町
税
の
歳
入
減
少
が

心
配
さ
れ
る
。

問答

大
災
害
に
対
す
る　
　

町
の
対
策
は
安
全
か

宮
本 

哲
太
郎 

議
員

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
向
け
た

積
極
的
な
取
り
組
み
を

市
原　

一
廣 

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
と

は
、
納
税
者
の
皆
さ

ん
が
、
応
援
し
た
い
地
方

公
共
団
体
に
対
し
寄
附
を

さ
れ
た
場
合
に
、
個
人
住

民
税
、
所
得
税
が
一
定
額

ま
で
控
除
さ
れ
る
制
度
だ

が
、
そ
れ
は
全
国
の
納
税

者
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る

の
か
。長

洲
町
の
人
が
、
長

洲
町
に
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
で
寄
附
を
す
る
と

い
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
長

洲
町
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も

な
い
人
が
、
長
洲
町
に
寄

附
を
す
る
と
い
う
こ
と
も

可
能
で
あ
り
、
直
接
寄
附

し
て
い
た
場
合
は
総
務
課

で
受
付
し
証
明
書
を
発
行

す
る
。
本
人
は
そ
れ
を
も

と
に
、
確
定
申
告
の
時
に

税
額
の
控
除
が
受
け
ら
れ

る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。

近
い
将
来
、こ
の「
ふ

る
さ
と
納
税
」
に
関

し
て
、
自
治
体
間
の
競
争

が
始
ま
る
と
思
う
。
す
で

に
夕
張
市
で
は
、
か
な
り

の
寄
附
が
集
ま
っ
て
い
る

と
聞
く
。
長
洲
町
で
の
取

り
組
み
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
一

番
有
効
な
手
段
と
思

う
。
ま
た
、
お
盆
に
帰
省

さ
れ
る
人
た
ち
に
、
同
窓

会
組
織
等
を
通
し
て
、
県

と
共
同
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
た
い
。

〈
学
校
給
食
の
現
状
は
〉

異
物
混
入
に
つ
い
て

伺
う
。

２
ヶ
月
経
過
し
た
時

点
で
金
属
片
の
混
入

等
４
件
発
生
し
て
い
る
。

学
校
給
食
は
安
心
・
安
全

が
前
提
に
な
っ
て
お
り
、

荒
尾
市
給
食
セ
ン
タ
ー
へ

も
再
発
防
止
の
徹
底
を
強

く
お
願
い
し
て
い
る
。

味
・
量
に
関
し
て
は

ど
う
か
。

６
月
17
日
試
食
を
さ

れ
た
保
護
者
の
方
か

ら
は
、
お
い
し
い
と
い
う

声
を
聞
い
た
。
味
・
量
を

含
め
実
情
を
把
握
す
る
た

め
に
、
一
学
期
が
終
了
す

る
時
点
で
、
小
・
中
学
生

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
い
。

通
学
道
路
の
安
全
は　

確
保
さ
れ
て
い
る
か

濱
村　

芳
光 

議
員

六
栄
小
、
腹
栄
中
学

生
の
通
学
路
で
あ
る

町
道
上
沖
洲
・
鷲
巣
線
と

塩
屋
・
赤
崎
線
の
交
わ
る

ス
ー
パ
ー
前
交
差
点
か
ら

旧
Ｊ
Ａ
六
栄
支
所
横
の
交

差
点
付
近
ま
で
の
通
り
は

道
幅
も
狭
く
、
朝
夕
の
時

間
帯
は
、
自
動
車
・
自
転

車
・
歩
行
者
等
通
行
ラ
ッ

シ
ュ
で
混
む
た
め
危
険
で

あ
る
が
対
策
を
伺
う
。

交
通
ル
ー
ル
の
遵
じ
ゅ
ん
し
ゅ守

と
正
し
い
交
通
マ
ナ

ー
の
啓
発
活
動
に
取
り
組

み
、
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
。

六
栄
保
育
所
前
付
近

の
町
道
は
、
保
育
所

駐
車
場
が
狭
い
た
め
園
児

の
送
迎
の
時
間
帯
は
、
路

上
駐
車
等
で
混
み
合
い
危

険
で
あ
る
。
駐
車
場
確
保

等
対
策
を
。

門
扉
付
近
の
園
庭
の

一
部
を
駐
車
場
と
し

て
使
用
で
き
な
い
か
、
近

隣
の
土
地
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
る
か
検
討
を
し
た

い
。

２
学
期
制
が
始
ま
り

２
ヶ
月
が
過
ぎ
た
。

学
習
活
動
や
体
験
活
動
の

取
り
組
み
、
長
期
休
業
中

の
個
人
面
談
、
補
充
学
習
、

課
題
学
習
に
つ
い
て
伺
う
。

個
人
面
談

に
つ
い
て

は
学
校
の
取
り

組
み
に
よ
っ

て
、
長
期
休
業

直
前
に
行
う
学

校
と
、
そ
の
後

で
行
う
学
校
が

あ
る
。

　

ま
た
学
習
状

況
等
に
つ
い
て

は
小
学
校
で

は
、
学
習
状
況

連
絡
表
を
配
布
し
て
い

る
。
中
学
校
は
「
努
力
の

軌
跡
」
と
か
そ
う
い
う
も

の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
小
・
中

学
校
、
発
達
段
階
に
対
応

し
た
こ
と
で
、
保
護
者
の

方
々
に
示
す
計
画
を
し
て

い
る
。ゆ

と
り
あ
る
給
食
時

間
の
確
保
に
つ
い
て

の
対
策
は
。

特
別
日
課
ど
き
に
対

応
と
い
う
の
が
難
し

い
と
い
う
の
が
現
在
の
状

況
。
荒
尾
市
と
協
議
し
な

が
ら
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ

は
改
善
を
し
て
い
く
。

問答問答問

答問答

問答

問答

問答問答

問答問

答問答

問答

地域密着の消防団

ふるさとを応援しませんか

朝夕は混みあう道路
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２
月
の
住
民
説
明
会

で
は
、
長
洲
町
は
下

水
道
の
赤
字
の
た
め
、
第

２
の
夕
張
に
な
る
と
強
調

さ
れ
、
再
生
団
体
回
避
の

た
め
と
し
て
多
く
の
住
民

負
担
が
説
明
さ
れ
た
。

　

国
は
昨
年
12
月
に
下
水

道
等
の
赤
字
は
計
算
か
ら

除
外
で
き
る
方
針
を
出
し

て
い
る
。
町
は
こ
の
事
実

を
知
り
な
が
ら
住
民
に
は

説
明
し
て
い
な
い
。

　

５
月
23
日
、
県
の
説
明

会
で
長
洲
町
の
連
結
実
質

赤
字
比
率
が
ゼ
ロ
に
な
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

　

事
実
に
基
づ
い
た
説
明

会
の
実
施
を
求
め
る
。

下
水
道
事
業
等
の
赤

字
が
計
画
赤
字
と
し

て
計
算
か
ら
除
外
さ
れ
る

見
通
し
に
な
っ
た
。
連
結

実
質
赤
字
比
率
が
ゼ
ロ
に

な
っ
て
も
町
の
財
政
状
況

〈
選
挙
開
票
作
業
に
、

時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る

の
で
は
〉

先
の
県
知
事
選
挙
の

開
票
終
了
時
刻
が
10

時
50
分
と
県
下
で
、
熊
本

市
、
八
代
市
に
次
ぐ
ワ
ー

ス
ト
３
位
。
開
票
作
業
の

迅
速
化
は
、
全
国
的
な
流

れ
だ
。
今
後
の
認
識
と
取

り
組
み
は
。

近
年
の
全
国
的
選
挙

に
お
け
る
、
開
票
事

務
迅
速
化
に
向
け
た
各
地

の
取
り
組
み
の
重
要
性
に

つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る
。

県
知
事
の
開
票
に
つ
い
て

は
、
投
票
に
お
け
る
集
計

表
の
誤
り
が
あ
り
、
受
付

で
把
握
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
原
因
だ
。
今
後
は
開

票
台
の
配
置
の
見
直
し
、

投
票
用
紙
仕
分
け
用
の
パ

ッ
ク
の
導
入
で
、
正
確
性

の
向
上
に
努
力
し
た
い
。

定 例 会定 例 会

選
挙
開
票
作
業
に

時
間
短
縮
を
!!

杉
本　

勝
彦 

議
員

〈
補
助
金
カ
ッ
ト
さ
れ
、

『
の
し
こ
ら
祭
り
』の
町

と
し
て
の
支
援
策
は
？
〉

本
町
の
財
政
状
況
を

考
え
、
全
額
カ
ッ
ト

も
理
解
を
示
す
が
、
実
行

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
。

Ｔ
シ
ャ
ツ
販
売
も
行
っ
て

い
る
。
荒
尾
市
に
荒
炎
祭

が
開
催
さ
れ
る
当
日
、
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
を
無
料
開

放
。
市
庁
舎
内
で
は
全
職

員
が
ク
ー
ル
ビ
ズ
と
称
し

て
着
用
し
、
歩
く
広
告
塔

と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
。
本
町
で
も
で
き
な
い

こ
と
は
な
い
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
が

０
％
と
回
避
さ
れ
、
再
建

団
体
を
脱
し
、
の
し
こ
ら

祭
り
を
契
機
に
浮
上
し
よ

う
。

資
金
調
達
の
た
め
、

協
賛
券
や
Ｔ
シ
ャ
ツ

販
売
に
も
町
職
員
組
合
を

通
じ
て
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
職
員
の
夏
期
の
服

装
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
着
用
を
許

可
し
、
積
極
的
参
加
を
お

願
い
し
た
い
。

橋
に
架
か
っ
た　
　
　

配
水
管
は
大
丈
夫
？

池
上　

滿
則 

議
員

橋
に
架
か
っ
た
配
水

管
の
安
全
性
は
確
保

さ
れ
て
い
る
か
。

橋
に
架
か
っ
た
配
水

管
は
延
８
０
０
ｍ
程

度
、
小
規
模
の
も
の
以
外

は
約
25
ヶ
所
程
度
あ
り
、

使
用
し
て
い
る
金
具
な
ど

で
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

も
の
は
取
替
工
事
を
行
う
。

８
０
０
ｍ
程
度
は
国

道
、
県
道
、
町
道
に

そ
れ
ぞ
れ
何
ｍ
架
か
っ
て

い
る
か
。

何
ヶ
所
に
何
ｍ
か
に

つ
い
て
は
確
認
し
て

い
な
い
。

橋
に
架
け
た
配
水
管

の
安
全
確
保
に
ど
の

よ
う
な
検
査
を
す
る
の

か
、
そ
う
い
っ
た
計
画
を

早
急
に
作
成
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
計
画
を

何
年
度
く
ら
い
ま
で
作
成

す
べ
き
と
考
え
る
か
。

石
綿
管
取
替
工
事
が

21
年
度
で
終
わ
る
そ

の
後
に
整
備
し
た
い
。
だ

か
ら
そ
の
前
に
計
画
は
作

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

配
水
管
の
安
全
性

は
確
保
さ
れ
た
と

し
て
も
、
橋
そ
の
も
の
に

安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
な

け
れ
ば
本
当
の
安
全
性
が

確
保
さ
れ
た
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
町
が
管
理
す
る

橋
の
安
全
性
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
何
ヶ
所
の
橋
が
あ
る
の

か
。

10
年
に
１
回
と
か
点

検
し
て
い
る
。
21
年

度
か
ら
自
己
財
源
で
点
検

義
務
が
課
せ
ら
れ
る
見
込

み
。
そ
の
点
検
に
あ
わ
せ

て
添
架
物
の
損
傷
や
橋
に

対
す
る
影
響
の
程
度
の
点

検
が
あ
る
と
考
え
る
。

財
政
再
建
の
住
民　
　

説
明
会
の
実
施
を

川
本　

幸
昭 

議
員

緊
急
行
財
政
行
動　
　

計
画
の
見
直
し
は

浦
邊　

朝
章 

議
員

が
良
く
な
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
緊
急
行
財
政
行
動

計
画
を
着
実
に
実
行
し
、

早
期
の
財
政
健
全
化
を
め

ざ
し
た
い
。
現
在
は
住
民

説
明
会
は
考
え
て
い
な
い
。

〈
保
育
所
の
民
営
化
は

問
題
あ
り
〉

計
画
の
中
で
は
子
ど

も
た
ち
を
大
事
に
す

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い

る
が
、
町
が
実
際
や
っ
て

い
る
こ
と
は
子
ど
も
た
ち

に
不
便
を
負
わ
せ
て
い
る
。

　

学
校
給
食
の
委
託
問
題
、

経
費
削
減
理
由
の
保
育
所

の
民
間
移
行
問
題
で
は
土

地
は
無
償
貸
与
、
腹
赤
保

育
所
、
上
沖
洲
保
育
所
は

相
当
な
資
産
価
値
が
あ
る

建
物
を
た
だ
で
く
れ
て
や

る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
が

ゼ
ロ
に
な
っ
た
現
在
、
住

民
の
意
見
を
聞
い
て
計
画

の
見
直
し
を
求
め
る
。

保
育
所
の
件
は
、
民

間
で
で
き
る
こ
と
は

民
間
で
と
い
う
背
景
も
あ

る
。
土
地
に
つ
い
て
は
有

償
で
検
討
し
て
い
る
。
建

物
に
つ
い
て
は
、
ど
う
ぞ

使
っ
て
下
さ
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
民
営

化
し
て
も
な
ん
ら
影
響
な

い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

計
画
の
見
直
し
を
含
め

た
説
明
会
は
考
え
て
い
な

い
。

国
が
「
下
水
道
の
計

画
赤
字
」
を
控
除
し

て
良
し
と
示
し
、「
連
結

実
質
赤
字
比
率
」
は
０
％

と
な
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
下
水
道
会

計
へ
の
繰
り
出
し
を
見
直

す
考
え
は
な
い
か
。

　

今
回
の
「
緊
急
行
財
政

行
動
計
画
」
で
、
長
洲
町

全
体
の
活
気
も
停
滞
し
て

い
る
。
こ
う
い
う
時
期
こ

そ
住
民
の
声
を
聞
き
、
活

性
化
を
は
か
る
べ
き
施
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

が
０
％
と
な
っ
た
と

言
っ
て
も
、
町
の
財
政
状

況
が
良
く
な
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。

　

下
水
道
の
累
積
赤
字
の

早
期
解
消
の
た
め
に
も
、

緊
急
行
財
政
行
動
計
画
を

着
実
に
進
め
て
い
く
。

　

行
財
政
運
営
に
お
い
て

町
の
活
性
を
図
る
に
は
、

様
々
な
課
題
が
あ
る
。
町

の
健
全
化
が
実
現
し
た
と

き
に
は
、
そ
の
課
題
を
解

決
す
べ
く
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
へ
の
挑
戦
が
は
じ
ま

る
。

　

そ
の
際
は
住
民
の
皆
さ

ん
と
共
に
語
り
、
描
き
、

皆
さ
ん
の
声
を
施
策
に
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

〈
ふ
る
さ
と

納
税
へ
の

期
待
と
取

り
組
み
は
〉

ふ
る
さ

と
納
税

制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
、
各

自
治
体
で
は

様
々
な
取
り

組
み
を
始
め

て
い
る
。
こ

の
制
度
へ
の

町
の
期
待
と

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　

ま
た
Ｐ
Ｒ
方
法
は
ど
う

す
る
の
か
。
納
税
さ
れ
た

お
金
（
寄
付
金
）
の
使
い

途
は
。本

町
に
お
い
て
も
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

に
対
す
る
準
備
を
進
め
、

Ｐ
Ｒ
方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
広
報
で
行
う
。

　

使
途
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
達
の
人
材
育
成
、
健

康
づ
く
り
、福
祉
の
充
実
、

安
全
、
安
心
な
暮
ら
し
の

確
保
等
の
施
策
へ
の
活
用

を
検
討
し
て
い
る
。

配水管と橋　大丈夫

問答

問

答

問答問答問

答問

答

問答

問

答

問答

問

答

上沖洲保育所

腹赤保育所

各地のふるさと納税への案内

開票時間の短縮を
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公共下水道特別会計
10年連続の繰上充用

定 例 会臨 時 会

一
般
会
計
補
正
予
算

平成20年度一般会計は９千万円を追加補正

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計

予
算
。
歳
入
・
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
９
千
万
円
追
加
し
、

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
53

億
円
と
す
る
。

賛
成
多
数
原
案
可
決

〈
補
正
の
主
な
内
容
〉

　

土
地
開
発
公
社
経
営
健

全
化
対
策
事
業
が
確
定
し

た
こ
と
に
よ
る
補
正

○
歳
入

　

町
債

9
0
0
0
万
円
増

○
歳
出

　

土
木
費

9
0
2
0
万
円
増

　

予
備
費

20
万
円
減

〈
主
な
質
疑
〉

19
年
度
剰
余
金
を
利

用
し
買
戻
す
こ
と
と
、
再

生
団
体
回
避
に
よ
り
健
全

化
し
買
戻
す
方
法
の
ど
ち

ら
が
よ
い
か
。

県
や
総
務
省
の
特
段

の
は
か
ら
い
で
、
開
発
公

社
経
営
健
全
化
対
策
事
業

債
を
利
用
し
た
い
。

問答

下
水
道
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ

20
万
円
を
追
加
し
、
総
額

39
億
2
2
6
0
万
円
と
す

る
。

　

賛
成
多
数
原
案
可
決

〈
補
正
の
主
な
内
容
〉

○
歳
入

　

町
債

20
万
円
増

○
歳
出

　

予
備
費

20
万
円
増

平成19年度一般会計・特別会計
繰越明許費の報告

長
洲
町
一
般
会
計

　

腹
栄
中
学
校
体
育
館
建

　

設
附
帯
工
事

　

学
校
側
の
要
望
、
生
徒

の
安
全
確
保
、
天
候
不
良

等
に
よ
り
工
事
が
年
度
内

に
完
了
せ
ず
、
予
算
を
翌

年
度
に
繰
り
越
し
た
。

繰
越
額　

２
９
７
万
円

　

市
町
村
国
保
保
険
者
シ

　

ス
テ
ム
改
修
委
託

　

市
町
村
国
保
保
険
者
シ

ス
テ
ム
改
修
委
託
の
遅
れ

の
た
め
に
翌
年
度
に
繰
り

越
し
た
。

繰
越
額　

１
２
３
万
円

長
洲
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

※
繰
越
明
許
費
と
は

　

そ
の
年
度
内
に
支
出
を
終
わ
ら
な
い
見
込
み
が
あ
る
も
の
に
つ
い

て
議
会
議
決
を
得
て
翌
年
度
に
限
り
繰
り
越
し
て
使
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
予
算
を
い
う
。

公共下水道特別会計
10年連続の繰上充用

　

平
成
20
年
第
一
回
臨
時
会
が
５
月
15
日
に
開
会
し
、
平
成
19
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
を
含
む
３
件
の
専
決
処
分
の
承
認
及
び
平
成
20
年
度
公
共
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
と
そ
の
他
１
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
件
原
案
の

と
お
り
可
決
し
、
当
日
閉
会
し
た
。

20
年
度
公
共
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算

　

賛
成
多
数
原
案
可
決

　

歳
入
・
歳
出
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
15
億
４
３

８
７
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
・
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
39
億
２
２
４
０

万
円
と
す
る
。

主
な
質
疑

平
成
19
年
度
の
決
算

の
見
通
し
は
、
ま
た

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
ど

う
な
る
。

平
成
19
年
度
は
ま
だ

出
納
閉
鎖
は
し
て
い

な
い
が
、
経
費
の
削
減
に

努
め
た
の
で
多
く
の
余
剰

金
が
出
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
試
算
で
は
連

結
実
質
赤
字
比
率
は
35
・

４
％
に
な
る
。

国
が
年
末
に
下
水
道

事
業
等
の
赤
字
は
計

画
赤
字
と
し
て
連
結
実
質

赤
字
比
率
か
ら
除
外
で
き

る
と
い
う
方
針
を
下
水
道

課
は
い
つ
聞
い
た
か
。

算
定
方
式
３
項
目
の

内
２
項
目
が
長
洲
町

は
該
当
す
る
と
聞
い
て
い

る
。

　

５
月
23
日
県
庁
で
の
説

明
会
で
は
っ
き
り
し
た
算

定
方
式
が
決
定
す
る
。

繰
上
充
用
し
た
金
額

の
財
源
は
何
を
充
て

て
い
る
の
か
。

一
時
借
入
金
で
対
応

し
て
い
る
。

※
繰
上
充
用
と
は
…

　

19
年
度
の
収
入
不
足

を
20
年
度
予
算
か
ら
繰

り
上
げ
で
充
用
（
前
借

り
）
す
る
こ
と

問答

問答問答

19
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
専
決
処
分
の
承
認

　

全
員
賛
成
承
認

〈
主
な
内
容
〉

　

腹
栄
中
学
校
体
育
館
建

設
附
帯
工
事
内
容
の
変
更

と
工
期
延
長
の
た
め
、
工

事
費
２
９
７
万
円
を
次
年

度
に
繰
り
越
し
た
予
算
の

専
決
処
分
。

長
洲
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
の
承
認

　

賛
成
多
数
承
認

〈
主
な
内
容
〉

①
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

　

導
入
。

②
住
民
税
の
特
別
徴
収
制

　

度
の
導
入
。

☆　

65
才
以
上
の
一
定
の

用
件
を
満
た
し
た
年
金
受

給
者
の
年
金
か
ら
町
県
民

税
を
天
引
き
す
る
制
度
。

　

平
成
21
年
10
月
よ
り
実

施
さ
れ
ま
す
。

主
な
質
疑

こ
の
地
方
税
法
の
改

正
の
公
布
は
４
月
30

問

答問答問答国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分
の
承
認

　

賛
成
多
数
承
認

〈
主
な
内
容
〉

　

国
保
税
の
最
高
限
度
額

の
改
正

　

医
療
費

　

①
47
万
円

合
計
で
国
保
税
が
３

万
円
引
き
上
げ
ら
れ

59
万
円
に
な
る
。

　

そ
の
根
拠
は
。

平
成
20
年
度
国
保
世

帯
を
推
定
し
た
結
果

と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
導
入
に
よ
り
今
回
改
正

さ
れ
た
。 主

な
質
疑

問答報
告
第
１
号

　

土
地
開
発
公
社
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

日
で
は
な
く
５
月
１
日
で

も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
深
夜
に
連
絡
が
来
て

同
日
公
布
は
問
題
な
い
か
。

４
月
30
日
法
律
が
成

立
、国
も
同
日
公
布
、

町
も
県
の
要
請
で
当
日
公

布
施
行
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

に
つ
い
て
、
寄
付
金

は
何
に
使
用
す
る
の
か
。

使
用
方
法
に
つ
い
て

は
、
荒
玉
管
内
や
県

の
状
況
を
見
て
仕
組
み
を

作
り
た
い
。

住
民
税
の
年
金
天
引

き
は
65
才
以
上
の
人

に
は
大
き
な
問
題
だ
。

納
税
の
効
率
化
を
推

進
す
る
も
の
で
、
年

金
か
ら
の
天
引
き
は
来
年

10
月
よ
り
実
施
さ
れ
る
。

（
改
正
前
＝
56
万
円
）

　

後
期
高
齢
者
支
援
金

　

②
12
万
円

（
今
年
度
か
ら
実
施
）
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追跡
レポート
追跡
レポート

あん質問は
どがんなった

（20年３月一般質問）
ノーマイカー通勤デーについて

　環境問題と石油資源枯渇問題に配慮し
てノーカーデーを設けてはどうか。

　平成20年度は年４回実施５、８、11、
２月の第３水曜日実施、来年からは毎月
１回予定をしている。（19年６月一般質問）

ＡＥＤ（自動体外除細動器）の
設置について

　緊急時に人命を守るＡＥＤは必要であ
る。高齢者施設や教育現場に設置、いざ
という時に利用できるようすべき。

　現在町内11ヶ所に設置、設置場所は
役場１台、社協１台、小・中学校６台、
スポーツセンター１台、地域福祉センタ
ー１台、研修センター１台の合計11台
が設置済である。

（19年９月一般質問）
町の指定ゴミ袋もう一段
小さい特小袋が必要だが。

早急には無理。

　作成は費用対効果等総合的に判断し検
討する。

（19年６月一般質問）
有明成仁病院近くのカーブが、
片側車線に雨水が溜まり危険だ。

整備された道路

長洲町議会五十年史　好評販売中
　長洲町の合併五十周年記念として発刊しました「長洲町議会五十年史」、引
き続き販売しています。
　五十年間の長洲町の重要な課題についての議論が掲載
されています。
　ぜひ、ご家庭に一冊ご購入ください。

　　価格　３、０００円（税込）

　　　　　　　　　お問い合せは　議会事務局まで　

ノーマイカー通勤デーの役場駐車場

　雨水等が溜まっているところに、排水
管を設置しました。
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（No.93 発行以後）

皆さ
ん傍聴に来て下さい皆さ
ん傍聴に来て下さい皆さ
ん傍聴に来て下さい

次の定例会は

９ 月です

■問い合わせ先は

　議会事務局
　電話　７８－３１１１　内線３２１番

手続きは住所・氏名・年令を書くだけです

議会のうごき

発
行

編
集
 長
洲
町
議
会

 議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会 〒
869-0198 熊

本
県
玉
名
郡
長
洲
町
大
字
長
洲

 
TEL０
９
６
８
-７
８
-３
１
１
１

FAX０
９
６
８
-７
８
-１
０
９
２

N
A
G
A
S
U
議
会
だ
よ
り

No.94
２
０
０
８
年
９
月
１
日
発
行

20.５. 15 第１回臨時会、議員全員協議会

20.５. 27 福岡県上毛町議会・吉冨町議会視察対応

20.５. 30 議会史編纂調査特別委員会

20.６.  ４ 総務保健福祉常任委員会委員協議会

20.６. 12 議員全員協議会、議会改革並びに行財政改革推
進調査特別委員会、広報調査特別委員会

20.６. 17 議会運営委員会

20.６. 23 議会運営委員会

20.６. 24 建設経済文教常任委員会及び委員協議会
総務保健福祉常任委員会

20.７. 10 総務保健福祉常任委員会委員協議会

20.７. 11 政治倫理審査会

20.７. 14 広報調査特別委員会

20.７. 18 広報調査特別委員会

20.７. 22 議員全員協議会、広報調査特別委員会

20.７. 25 広報調査特別委員会

20.７. 29 広報調査特別委員会

20.８.  ５ 政治倫理審査会

20.８.  ７ 建設経済文教常任委員会及び委員協議会
総務保健福祉常任委員会及び委員協議会

20.８.  ８ 広報調査特別委員会

20.８. 13 広報調査特別委員会

20.８. 18 議員全員協議会

20.８. 19 ～ 21 広報研修会

傍聴席から一言

（新町区）竹川　健悟さん
　３月と６月の定例議会を傍聴に
参りました。ＰＴＡの役員も務め
ていた関係で、４月より荒尾市へ
給食センター業務が委託され、行
政がどのように取り組み、また今
後の展望を持っているのか関心が
あり、足を運びました。
　前回、今回と学校給食問題、子
どもたちの食育に関する事柄など
活発な議論があり、６月定例会に
は荒尾市議の方が傍聴されていま
した。町外からの関心の高さを感
じましたが、町内からの傍聴者の
少なさにがっかりです。
　町が危機的な状態にも拘わら
ず、関心のなさには危惧を覚えま
す。全ての町民がもう少し町政に
耳を傾け、関心を持ってもらえれ
ばと痛感しました。
　議会傍聴により、私たちが選ん
だ議員さんたちの活躍ぶりを垣間
見る事ができますよ。是非傍聴に
行って下さい。お薦めします。

ひ
と
言

　

夏
休
み
に
入
り
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
が
朝
か

ら
聞
こ
え
る
。
子
ど
も
た

ち
の
夏
休
み
の
楽
し
み
の

一
つ
が
海
水
浴
だ
っ
た
。

長
洲
町
か
ら
海
水
浴
場
が

無
く
な
っ
て
か
ら
数
十
年

に
な
り
、
豊
か
な
恵
み
を

も
た
ら
し
た
有
明
海
の
環

境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　

七
月
十
五
日
に
は
、
高

騰
し
て
い
る
燃
油
引
き
下

げ
と
水
産
業
の
振
興
を
求

め
る
漁
業
者
の
全
国
一
斉

休
漁
が
行
わ
れ
、全
国
二
十

万
隻
、熊
本
県
五
、六
〇
〇

広
報
委
員

　

委
員
長 　

浦
邊　

朝
章

　

副
委
員
長 　

樋
口
エ
ミ
子

　

委　

員 　

宮
本
哲
太
郎

　

委　

員 　

杉
本　

勝
彦

　

委　

員 　

池
上　

滿
則

　

委　

員 　

川
本　

幸
昭

発
行
責
任
者

　

議　

長 　

松
井　

一
也

隻
、
長
洲
町
で
も
五
三
隻

が
休
漁
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
や
漁
業
者

の
た
め
に
宝
の
海
・
有
明

海
の
再
生
を
早
く
実
現
し

よ
う
と
思
っ
た「
海
の
日
」

だ
っ
た
。　
　
　
（
川
本
）


